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抄録 

スタールの小説『コリンヌもしくはイタリア』(Corinne ou de l’Italie, 1807)が今日欧米を中心に再評価され

る理由は何か．本論文ではこの小説に登場する神話的要素に着目しつつこの問いに答える．先行研究は

主にコリンヌを「古代ローマのシュビラ」と結びつけて解釈するがそれはあくまでも女主人公のキャラ

クター構成に関するものであり，この神話的要素によってこの小説の現代性について読み取ることはで

きなことを指摘する．本論文はスタール自身が『ドイツについて』(De l’Allemagne, 1813)で分析の対象と

したドイツ・オペラの『ラ・サアルのニンフ』をあらためて取り上げ，スタールが中世ドイツに由来す

る「ローレライ」を 19 世紀初頭に流行したこのドイツ・オペラの内容に準拠して近代的に解釈し自身の

小説に取り入れた具体的経緯について明らかにする．その結果「コリンヌ 」は「特別な才能を持った女

性の自由と結婚の間のジレンマ」という極めて近代的な内容を持つ神話の女主人公となり，今日ジェン

ダーの視点からこの小説が再び注目される直接的理由となった． 
 

１．はじめに 

小説『コリンヌもしくはイタリア』(Corinne, ou 

l’Italie, 1807)は今日ジェルメンヌ・ド・スタール

(Germaine de Staël)の数ある作品の代表作として知

られている．この小説とその後に出版された『ド

イツについて』(De l’Allemagne, 1813)によって，ス

タールはフランスにロマン主義を導入するととも

に「スコット，バイロン，ゲーテ」とともにヨー

ロッパ・ロマン主義を牽引した作家の一人となっ

た．1 
 『コリンヌもしくはイタリア』が出版される以

前から，スタールはすでに女流作家としての地位

を確立させつつあった．そのため出版社 Nicolle は

この小説の成功を確信し，スタールに 7,200 フラ

ンという破格の契約金を支払ったほどである．2

そしてこの小説は当初の予想をさらに超える成功

を収めた．初版以来 40 年もの間『コリンヌもしく

はイタリア』はフランス語のみで 32 版も再版され

た．また英語，ドイツ語などにも翻訳され，19 世

紀半ばまでのヨーロッパの文学，芸術に多大な影

響を及ぼした．しかしながらフランスで第二共和

政が第二帝政に替わられる頃にはこの小説の人気

も陰りを見せ，19 世紀後半に入ると小説を特徴づ

けた「感情の高ぶり」は俄かに「時代錯誤」とみ

なされるようになった．3 
20 世紀に入ってもこの小説はフランス人の記憶

から遠のいていた．第二次世界大戦後，フランス

の知的シーンはマルクス主義思想が自由主義思想

を圧巻したが，ジェンダーへの関心は自由主義思

想と同様かそれ以上に薄かった．またこの時代の
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フランス史研究において帝政期はナポレオンを中

心としたフランス史こそ注目されたが，ロマン主

義文学はあいかわらず軽視された．4そのためプロ

テスタント，リベラル，女性そしてロマン主義派

の作家としてスタールが本国フランスで日の目を

見ることはなかった． 
ところが 1970 年代以降，マルクス主義思想の後

退と修正主義の台頭そして第二波フェミニズムの

影響によって，フランスのみならず広く欧米でス

タールに対する学術的関心が俄かに高まっていっ

た．5フランスでは『コリンヌもしくはイタリア』

が 1979 年に再版され，その後英語版が 1987 年に

続いた．6 佐藤夏生氏訳による日本語版『コリン

ナ：美しきイタリアの物語』も 1997 年に出版され

た．7 フランス政府は 1999 年にフランス語教師認

定の試験(agrégation)のプログラムに『コリンヌも

しくはイタリア』を含め，スタールは名実ともに

フランスの文学史の表舞台に返り咲いた．8その結

果スタールの死後 200 年経った今日フランス，ア

メリカなどを中心に『コリンヌもしくはイタリア』

はかつてないほどの注目を浴びている．  
200 年以上も前に書かれた『コリンヌもしくはイ

タリア』が今日再び世界的に注目されるようにな

ったのは，その小説としての価値以上に近代市民

社会における女性の生きづらさ，というテーマ性

によるものであると思われる．本論文では女主人

公コリンヌにまつわる神話的要素に着目しつつ

『コリンヌもしくはイタリア』の極めて現代的な

インプリケーションの源について明らかにする． 
 

２．『コリンヌもしくはイタリア』のあらすじ 

本題に入る前にまず小説のあらすじを紹介する．
9『コリンヌもしくはイタリア』は 20 部から構成

された長編小説である．小説の舞台は主に 1794 年

から 1803 年までのイタリア，イギリスであるが，

ところどころに革命フランスやナポレオン帝政に

ついてもほのめかされている． 
1794 年当時スコットランド出身の青年貴族ネル

ヴィル卿オズワルドは深い悲しみを抱えていた．

それは自分が革命フランスへ赴いた間に本国で父

親が亡くなったため父の死に際に立ち会うことが

できなかったという罪悪感からくるものだった．

そのため彼は癒しを求めてイタリアへ旅立った．

ローマに到着した翌日，オズワルドは偶然「詩人，

作家，即興詩人，ローマ随一の美女」として知ら

れるコリンヌが，カピトリーノの丘で女性である

のにもかかわらず桂冠詩人としてローマ市民の賞

賛を一手に浴びるシーンに出くわした．二人は一

言二言言葉を交わしたが，この時コリンヌはオズ

ワルドに宿命的な愛を感じる一方，オズワルドも

コリンヌに一目惚れした． 
オズワルドはコリンヌの完璧な英語に驚くと同

時に，コリンヌの秘密めいた過去や神秘的な雰囲

気に戸惑った．オズワルドは，コリンヌがオズワ

ルドと同じイギリスの貴族階級出身の父親とイタ

リア人の母親を持ついわゆるハーフだったことを

後に知った．またオズワルドの父が幼い頃のコリ

ンヌに会ったことがあり，才気煥発なゆえに息子

との結婚に反対し，良妻賢母型の異母姉妹のルシ

ルがオズワルドの許嫁になった，という経緯につ

いても後にコリンヌから直接知らされた． 
21 歳になると，コリンヌは女性の生き方が家庭

に限定されたイギリスの上流社会で良妻賢母とし

て生きていく未来像に嫌気がさした．そして女性

でも芸術活動が許されライフスタイルの自由も享

受でき，かつ 15 歳まで住み慣れたイタリアへと舞

い戻った．そうした自由の代償として，コリンヌ

はスコットランド人の異母からは金輪際エッジャ

モンドという姓を名乗ることを禁じられた．女性

が姓を持たず名前のみで生きていく，というのは

尋常なことではなかった．議会制度を確立し一足

早く近代市民社会を築いたイギリスにおいて，そ

の土台となる家父長制に依存せざるをえない女性

が拠り所となる社会的立場を失うことを意味した

からである． 
イタリア到着後，コリンヌは古代ローマの女流詩

人の名前に由来する「コリンヌ」を名乗り自らが

望んだ通り即興詩人として活躍した．そしてそん

な状況の中コリンヌとオズワルドは思わぬ形で出

会い相思相愛となった． 
オズワルドはコリンヌとの結婚の準備をすべく

一時的にスコットランドへ舞い戻った．しかし彼

はイギリスの社会慣習に抗えず，結局ルシルと結

婚してしまう．それからインド諸島で 4 年間暮ら

した後，オズワルドは妻と娘を連れて再度イタリ

アを訪問し，オズワルドに見捨てられて生きる希

望を失ったコリンヌとの再会を果たした．すでに

健康を害していたコリンヌはオズワルドの許可を

得て，彼とルシルの一人娘であるジュリエットに

音楽，イタリア語，そのほかの芸事を仕込んだ．
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やがてコリンヌは衰弱して亡くなったが，黒い瞳

と髪を持って表現が豊かで才気煥発なジュリエッ

トはコリンヌを彷彿させた． 
 
３．コリンヌと「古代ローマのシュビラ」 

次に小説『コリンヌもしくはイタリア』の神話的

要素について考察する．その前に「神話」につい

てあらかじめ定義づけておく． 
国語辞典『大辞泉』によれば，神話とは「宇宙・

人間・動植物・文化などの起源・想像などを始め

とする自然・社会現象や超自然的存在を神や英雄

などと関連させて説く説話」を意味する．日本に

はもちろん日本固有の神話が存在するが，日本語

で神話という言葉が一般に使われるようになった

のは「神話」(mythologie, mythology)という概念が

欧米から導入された明治時代以後のことだった．  
‘mythologie’という言葉が最初に使われたのは英

国ではなく欧州大陸だった．17 世紀フランスの辞

書 Dictionnaire universel de Furetière によれば

‘mythologie’とは「古代の素晴らしい神々と英雄に

関する話と，彼らの偽りの宗教，その寓話および

変容にまつわる謎についての説明」と定義づけら

れている．またこの言葉はギリシャ語の「寓話に

ついての言説」に由来すると説明されている．10

これらから欧州においてかつて神話は古代のギリ

シャ神話に限定されていたことが理解される． 
しかし神話の意味はフランス革命後ドイツで一

転した．ドイツでは抽象的，哲学的な特徴を持つ

フランス革命に対抗する形で一民族を主体とする

ナショナリズムの概念が誕生した．それは当時国

民を意味する言葉が Nation から Volk へと変化し

ていった点に象徴されるが，それを「我々」意識

と言い換えることもできよう．こうして中世以来

統一された国民文化を持たずに来たドイツではフ

ランス革命を契機に自国のナショナリズムを模索

する機運が生まれた．そこで注目されたのが北欧

やインドに由来する神話だった． 
その結果フランス革命への反動としてドイツ語

の mythologie は古代ギリシャ・ローマのみではな

く先史時代から中世由来の伝説までを幅広く含む

こととなった．ドイツ語歴史事典(Digitales 

Wörterbuch der deutschen Sprache)によれば 18 世紀

末から 19 世紀初頭にかけて神話の意味が変容し

「悪魔，神，英雄についての伝説によって先史時

代以来の一民族の伝統」を意味するようになった．

一方同時期のドイツに誕生したロマン主義のロマ

ンとは中世の物語や神話を意味する Romances を

語源しており，それは新しい「神話」の定義にお

いても中世ヨーロッパが重要な役割を担うことを

意味した． 
その後ヨーロッパ大陸の影響を受けてドイツ語

による神話の意味変容は英語にも影響を及ぼした．

Oxford English Dictionary によれば英語に新語

mythe という言葉が誕生したのは 1830 年代のこと

だった．それはドイツ語同様，国民性やナショナ

リズムなどの概念と結びついており一民族の神話

という文脈で使われた．現代日本の言葉，神話も

このドイツロマン主義以来の神話の考え方を踏襲

していることを考慮すれば，世紀転換期のドイツ

ロマン主義はその後の人類史に多大な影響を及ぼ

したことが理解されよう．11 

スタールはこのドイツロマン主義をフランスに

紹介した初めての作家として知られる．その役割

を担ったのが『ドイツについて』だったがそれ以

前に出版された『コリンヌもしくはイタリア』に

もドイツロマン主義の影響が所々に垣間見られる．

例えばこの小説の中でスタールはフランス語の文

脈において初めてイギリス人，フランス人，ドイ

ツ人，イタリア人などの「国民性」に言及してい

る．またこの小説には絵画，遺産，彫刻などを媒

体としたキリスト教や古代ギリシャや中世の民間

伝承に由来する複数の神話的要素も読み取れる． 

12 
では『コリンヌもしくはイタリア』に込められた

神話的要素とは何か．ここでまず思い浮かぶのは，

フランスの新古典主義派の代表的画家であるフラ

ンソワ・ジェラールが描いた『ミゼーノ岬のコリ

ンヌ 』(1819-1822)の絵画イメージであろう． 
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図 1. Par François Gérard — Œuvre appartenant au 
Musée des Beaux-Arts de Lyon, CC BY-SA 3.0, 
https://commons.wikimedia.org/w/index.php?curid=3203

2165 

 
『コリンヌもしくはイタリア』の先行研究はこの

絵画の文化的伝統を受け継いでコリンヌを古代ロ

ーマのシュビラと関連づけて論じている．13スタ

ールが当初近世，近代イタリアについての知識を

持たず，彼女のイタリアのイメージがほぼ古代ヨ

ーロッパ文明に限定されていたことを考慮すれば，

コリンヌが古代ローマの神話的要素に由来すると

いう仮説は驚くにあたらない．14 
さらにこの仮説には根拠もある．スタールのイタ

リア旅行日記には，ボルゲーズ広場(Palazzo 
Borghese)において「ドメニキーノによる最も美し

いシュビラ，彼女の髪はターバンで束ねられ，赤

いショールをまとっている」とメモ書きが残され

ている．15そしてこのメモは小説の中で次のシー

ンと化した． 
 
「彼女（コリンヌ）はドメニキーノの 
シュビラのように装い，頭にはインドの 
ショールが巻かれ，極めて美しい黒髪が 
そのショール位入り混じっていた． 
ドレスは白で，胸の下で青いドレープが 
結ばれていた．彼女の衣装は一風変わっ 
ているとはいえ，わざとらしさをそこに 
見出せるほど，普通の装い方から外れ 
ているわけではなかった．」16 

スタール研究の大家の故シモーン・バレイエ女史

は 17 世紀イタリアのバロック画家，ドメニキーノ

が描いた古代ローマのシュビラのイメージを膨ら

ませて，コリンナが「アポロン的な存在であり」

「女預言者シュビラであると同時に霊感を受けた

女祭祀であり，詩人にして批評家，さらに他のあ

らゆる芸術の表現方法によって自己表現すること

のできる」存在だったと書いている．17 バレイエ

女史に続いて，日本でも村田氏や小林氏らがコリ

ンヌのイメージがシュビラに由来することを強調

している．  
例えば，小説に登場する絵画を中心に独自な解釈

を施した村田氏は次のように説明している． 
 

「絵画，音楽，演劇，舞踏とすべての 
芸術に秀で，霊感に突き動かされて 
即興詩を作り出すコリンヌがイ 
タリアの輝く太陽の光の下，誇ら 
かに進んでいく姿は，シュビラ 
そのものであった．・・・シュビラ 
とコリンヌの相関関係はさらに 
密接で，彼女のティヴォリの別荘 
はテヴェローネの滝の下に建ち， 
その真向かいの山の頂にはシ 
ビュラの神殿があった」18 

 
村田氏はこれらの神話的イメージをコリンヌの宗

教観に結びつけて論じている．19 つまり古代の異

教の精神は 18 世紀末のイタリアでも健在であり，

近代の即興詩人，女流芸術家としてのコリンヌは

シュビラのように「自由な環境の中ではじめて神

から霊感を受け，その高揚感のうちに優れた作品

を生み」出した．20 

この解釈によれば，シュビュラとコリンヌを宗

教的に結びつけたのは当時神秘主義に関心を持っ

たスタールがアントゥージアズム（enthousiasme）

と呼んだ「魂の高まり」「高揚感」「熱情」「熱狂」

などの霊感とも呼べる感情だった．21 しかしなが

ら小説後半においてオズワルドへの恋愛感情に囚

われてしまったコリンヌはもはや万人のための霊

感を失ってしまったという．22 最終的に結婚が成

就しなかったコリンヌは健康を害し死する．この

時点で村田氏は「保守的な社会規範に押しつぶさ

れたコリンヌ」は女性でありながら「キリストの

受難」のイメージを帯びていったと結論づけた． 23 
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古代ギリシャの女性詩人「コリンヌ」と同じ名

をもち，シュビラの巫女に匹敵する霊感を持つと

されるコリンヌは同時に南ヨーロッパ特有のカト

リックの優美さをも兼ね備えていた．つまり村田

氏は古代ローマを主体とした神話的要素からコリ

ンヌの宗教上のダブルアイデンティティーの存在

を浮き彫りにした．それはコリンヌの父がイギリ

ス人だったことと相まって，統一ヨーロッパ的象

徴としてのコリンヌ のイメージに一役買ってい

る．24 このように先行研究は古代ローマのシュビ

ラのイメージを強調することによって，コリンヌ

という女主人公の外的美や宗教などを含めた古代

ローマ以来の神話的要素を強調している． 

本論文はそうした見方はスタール自身の古代ロ

ーマ観によっても補強されると考える．スタール

は『社会制度との関係において考察した文学につ

いて』(De la littérature dans son rapport avec les 
institutions sociales, 1800)においてある時代の文学

の傾向はその時代の社会状況と相対的な関わりを

持つ，という独自な視点に立ったヨーロッパ文学

史を展開させた．そしてフランス革命後のフラン

ス社会は絶対王政とは異なる，自由な文学を新た

に作り出していくべきである，と説いた． 
ここではスタールの独自な歴史的パースペクテ

ィブにおける古代ヨーロッパ文明の立ち位置に注

目したい．スタールによれば近代人は古代人が生

み出した「想像」を主体とした美術や詩を凌駕す

ることはできず，近代人が過去よりも進歩した内

容の文学を残すことができたとしたなら，それは

哲学を含め思想を主体とした文学に限られると考

えた．25 スタールはとりわけ古代ギリシャ・ロー

マ時代の想像力に溢れた美術の外観美がその後の

ヨーロッパ史とは別格の存在であることを強調し

た． 
だからと言ってスタールは古代ヨーロッパ文明

の外観美を全面的に讃えたわけではなかった．彼

女は外見的な美が「人々を精神的に感化する側面

と腐敗させる側面」という相矛盾した特徴を持つ

ことを指摘し，自由でない政体が美によって国民

を従わせる危険性について何度も小説の中で示唆

しているからである．26 この見方によってスター

ルは古代美術を重視したナポレオンへの警戒心を

露わにした．同時にスタールの見解には，ナポレ

オンの出身地コルシカとあいまって南ヨーロッパ

に対する北ヨーロッパの優勢性を読み取ることも

できるだろう．27 
それ以外にもコリンヌとシュビラの関係性には

不明瞭さが残る．そもそも古代ローマには 10 人ほ

どのシュビラが存在したと言われ，小説ではティ

ボリについての叙述があるにしても，コリンヌが

どのシュビラに匹敵したのかについては明らかで

はない．今日カピタリーノ博物館に展示されてい

るドメニキーノの絵画『シュビラ』の解説には「近

世イタリアでは予知占いをする女性が古代シュビ

ラに例えられていた」との解説が書かれている．

この解釈によれば，ドメニキーノの絵のシュビラ

とは古代ローマのシュビラの名のもとに古代では

なく近世の女性を描いたと解釈しうる． 
また巫女である古代ローマのシュビラと近代ヨ

ーロッパの即興詩人であるコリンヌがもつ霊感

（アントゥージアズム）とは果たして本当に同じ

感情だったのだろうかという疑問も湧く．ちなみ

に，スタールのアントゥージアズムを古代ギリシ

ャのものとは厳然と区別し，スタールのアントゥ

ージアズムの感情にはカント哲学の影響があった

と説明する研究者もいる．28 確かに小説全体を見

渡した時コリンヌは感情と同じぐらい理性を働か

せて文学，宗教など多様なトピックについて議論

しているが，このようなことは 19 世紀初頭におい

て例外的だったが，古代ローマの女性にはあり得

なかっただろう． 
本節では神話的要素として古代ローマのシュビ

ラが小説に対して果たした積極的な役割について

主に先行研究を辿りつつ紹介した．そしてシュビ

ラのイメージは神秘的で即興詩の才能を持ち古代

宗教とカトリック教の影響を同時に受けた，とい

うコリンヌのキャラクター形成に大きく貢献した

という仮説を紹介した．同時に霊感という比喩の

視点から見た時，古代のシュビラと近代理性に目

覚めたコリンヌを並行的に論じるのには若干問題

があることを指摘した． 
最後に古代ローマのシュビラがこの小説のスト

ーリー展開にまったく寄与していないという事実

もこの神話的要素の小説への貢献が限定的である

ことを示唆しているように思われる．つまり小説

のテーマである「非凡な知性や才能を持つ女性は

社会から追放され，女性として愛や結婚を望むこ

とができない」という極めて現代的なテーマに対

して古代ローマのシュビラは何ら関連性を持たな

い．  
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４．コリンヌと「ラ・サアルのニンフ（妖精）」 

コリンヌは並外れて美しい外見のみでなく，同じ

く並み外れた知性，才能などの内面性も兼ね備え

ていた．しかしこれは当時の社会通念にそぐわな

かった．議会制度がすでに存在するイギリスやフ

ランスにおいて社会通念に多大な影響を与えたの

が世論だった．世論は近代市民社会を象徴する存

在であったがそれは同時に諸刃の剣的な特徴を持

ち合わせていた．なぜなら議会制度の下支えとし

て市民社会の自由を保障する一方で，性別役割分

担制度の視点から見た場合には，女性に対しては

自由を容認せずに良妻賢母の役割を担わせるイデ

オロギー装置として機能したからである． 

この世論ゆえ，自分たちの性に与えられたしかる
、、、

べき社会的地位
、、、、、、、

から外れてしまったスタールやコ

リンヌのような例外的な女性にとって近代社会に

快適な社会的立場を見出すことなど不可能だった．

それが小説においてコリンヌに苗字がなかったと

いう状況に端的に反映されている．スタールはコ

リンヌの状態を「インドのパリア（カースト制度

における最下層の不可触民）」に相当するとも書い

ている．29 
その結果，コリンヌの外観ではなく社会的立場に

注目した際，あたかも統一欧州を表象していたか

のような完全無欠なコリンヌ像はにわかにマイナ

スのイメージを帯び，小説の後半部分の悲劇的な

展開を後押ししていく．最終的にコリンヌは愛や

結婚を成就できず，自慢とした即興詩の才能すら

枯渇し，自分を捨てた男性に対して怨念を抱いて

亡くなった．ではコリンヌの内的葛藤の源となる

彼女の社会的立場の視点に立った場合，そこには

どんな神話的要素を見出すことができるだろうか． 
この問いに答えるために，スタールが『コリンヌ

もしくはイタリア』を書いたきっかけについて思

い起したい．スタールは 1803 年にナポレオンから

パリ滞在を禁じられた．その結果当時スタールの

愛人で政治的盟友だったバンジャマン・コンスタ

ンとともに同年 10 月にドイツへ旅立った．翌年の

2 月 1 日にベルリンのワイマール劇場で，スター

ルは『ラ・サアルのニンフ』というオペラを鑑賞

した．その内容とは，一人の騎士が水の精と愛し

合ったが，騎士は結局不死身の妖精ではなく特別

な才覚や特徴をもたない平凡な女性を結婚相手に

選ぶ，というものだった．このオペラを直接のき

っかけとして，スタールは美しいが優れた才能や

知性を持つゆえに万人とは異なる人生を運命づけ

られたコリンヌと，最終的には彼女を捨て，良妻

賢母的な平凡な女性と結婚するオズワルドとのラ

ブストーリーを思いついた．この点についてはす

でに先行研究でも指摘されている．30 スタールの

書簡によれば鑑賞の翌日彼女は父親であるネッケ

ルに手紙をしたため「昨日大変にすばらしい想像

とおとぎ話のオペラを見て，新たな小説のプロッ

トが浮かびました」と書き送っている．31 
今日完全に忘れ去られてしまった『ラ・サアル

のニンフ』は 19 世紀初頭のドイツで大人気を博

したオペラだった．32このオペラの由来は中世ド

イツの民間伝承である「ローレライ」だった．ロ

ーレライとは古ドイツ語の Luen(見る，潜む)と

ley(岩)に由来するが，実在するこの岩山では従来

船の事故が多かった．それが「岩山にたたずむ美

しい少女が先頭を魅惑し，舟が川の渦の中に飲み

込まれてしまう」という伝承に転じ，ローレライ

伝説となった．33フリードリヒ・フーケ（La Motte 
Fouqué）はこの伝承をもとに『ウンディーネ』（Die 
Saalnixe, 1811）を書いた．さらに日本でもよく知

られているアンデルセンの『人魚姫』も「ローレ

ライ」を題材にしている．スタールも世紀転換期

のドイツで話題となったこの「ラ・サアルのニン

フ」という神話的要素に注目した．ではスタール

はどの「ラ・サアルのニンフ」像を取り上げそれ

をどのようにして小説のストーリー展開に利用

したのか． 
この問いの答えはスタールのドイツの文化と文

芸についての評論『ドイツについて』にある．彼

女はこのドイツ・オペラを鑑賞した際にメモを残

したがその一部が数年後この著作の中の「ラ・サ

アルのニンフ」（第二部の文学と芸術の第 26 章の

「喜劇」）に取り入れられたからである．34 

スタールは『ドイツについて』の中で 19 世紀初

頭のドイツ人流の喜劇について次のように説明し

ている． 
 
「ドイツ人は喜劇の中に，古代人や 
近代人がヨーロッパ各地で発案した 
ものを取り込もうとしている．彼ら 
流の喜劇の中に真に国民的（ナショ 
ナル）な性質があるとすれば，それは 
庶民的な道化話か，冗談に魔法を加えた 
内容の劇であろう．」35 
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スタールは「冗談に魔法を加えた」劇の一例と

して，ワイマール劇場で彼女自身が見た『ラ・サ

アルのニンフ』を挙げた．36スタールはこの水の

精がベルリンでは「ラ・サアルのニンフ（妖精）」，

ウィーンでは「ドニューブのニンフ」と呼ばれて

いると説明したが，両者がもともとドイツに古く

から伝わるローレライの神話にさかのぼること

について言及していない．つまり彼女の著作の直

接的ヒントとなったのはあくまでもドイツ・オペ

ラの『ラ・サアルのニンフ』だったのだろう． 
スタールはこのオペラ作品について次のように

説明している． 
 
 「騎士が妖精と恋に陥ったが，彼は 

状況ゆえ妖精と別れる運命となった． 
そしてそれからずっと経ってから 
申し分ない人（excellente personne） 
を妻に迎え入れた．その女性には想像 
力，物の考え方の両面において 
何の魅力もなかった．それにもかか 
わらず騎士はこの状況に即座に適合 
できた．妻が平凡だったことは，（同じ 
ように平凡だった）彼にはしごく 
当たり前のことだった．なぜなら 
優れた魂と優れたエスプリ（知性） 
が重なった時にもっとも自然に 
近づく，という事実について知る 
人はほとんどいないからである．」37 

 
ローレライの伝承は単なる「魔法を持ったニン

フ」だったが，スタールはオペラの『ラ・サアル

のニンフ』の中に「魔法」とともに「優れた魂と

優れたエスプリ（知性）」を持ったニンフを見た．

そしてそこに 26 歳で芸術，歴史，文学の知識を

持ち，3 つの言語を操るなどの才能を持ち，「と

てもチャーミングで女性的な魅力も兼ね備え，広

く賞賛された」38コリンヌ像を重ね合わせた．同

時に恋愛，結婚が平均的な上層階級や中産階級の

女性のようにうまくいかないとわかった時，コリ

ンヌも自分に宿った「魔法」をもてあました．そ

して最後にコリンヌの心の闇の部分が次第に頭

をもたげた．その結果スタールによる「ラ・サア

ルのニンフ」像は以下の通りとなった． 
 

「妖精は騎士のことを忘れることが 

できず，魔法によって彼につきまとう． 
騎士が家庭に落ち着こうとするた 
びに，彼女は魔法によって彼の関心 
を引くことに成功し，彼らの過去の 
愛について思い出させるようにし 
むけるのである．」39 

 
あくまでも徳を表象する古代ローマの巫女のシ

ュビラとは対照的に，ドイツ・オペラの『ラ・サ

アルのニンフ』の視点から見たコリンヌは極めて

人間的な存在だった．彼女は，自分が裏切られる

以前にも相手に対して不誠実とも取れる態度を示

していた．例えば出自について，コリンヌは即座

にオズワルドに打ち明けなかった．また巧みにオ

ズワルドを操り彼が結婚を口にするとそれを拒絶

する，などの矛盾した態度を示した． 
しかしながら，コリンヌとドイツ・オペラの『ラ・

サアルのニンフ』が共有したもっとも人間的な部

分とは，上記の引用が示す通り両者が裏切った男

性に対して復讐心を持った点だった．オズワルド

は彼女の異母姉妹でブロンド髪，色白のルシルと

結婚して娘ジュリエットを得た．彼らはコリンヌ

に会うために，家族でイタリアを訪れた．自分の

命が限られていることを悟ったコリンヌは，オズ

ワルドの了解を得て，最後に残された日々をこの

黒髪の娘への教育に費やした．その理由とは，コ

リンヌの死後も，オズワルドが娘を見るたびにコ

リンヌとの過去を思い出さずにはいられないよう

にしむけることによって，オズワルドを辛い気持

ちにさせるためだった．40 
 最後にドイツ・オペラ『ラ・サアルのニンフ』

と小説『コリンヌもしくはイタリア』の相違点に

ついても指摘しておく．スタールは『ラ・サアル

のニンフ』について，これが大衆劇の枠を超える

テーマ性を持つものであるにもかかわらず，変化

に富んだ魔法のシーンを細心の工夫によって混在

させた．それが結果的にすべての社会階層の見物

人を楽しませることのできる大衆オペラとなった，

と指摘している．41 この指摘からスタールが大衆

オペラの中にフェミニスト的要素を盛り込むこと

に抵抗感のないドイツ人観客の精神的寛容性を間

接的に見抜いていることが理解できる．スタール

は暗にドイツと比較した時イギリスやフランスで

は家父長的な傾向がより強くジェンダーに対して

非寛容であることを示唆した． 
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スタールは以上の批判的な視点から，『ラ・サア

ルのニンフ』をもとに近代社会を生きる女性につ

いて小説化した．そしてそれを文字通りの妖精や

魔法が登場するファンタジーではなく，より現実

的な内容の政治小説に仕立て上げた．そこにはイ

タリアの独立，ナポレオンのヨーロッパ支配に対

する抵抗，フランス革命の行方などに関する複数

の政治的メッセージが込められていた．それらは

言論統制の効いたナポレオン帝政下のヨーロッパ

においては，あいまいさ
、、、、、

を伴う小説という形式を

取ったからこそ公に語ることのできる内容だった． 
スタールは中世ドイツに由来する妖精の「魔法」

をイタリア「観光」に置き換え「ドイツ喜劇」を

「近代的な恋愛もしくは悲哀小説」に転換させた．

『コリンヌもしくはイタリア』はドイツ・オペラ

のようにすべての社会階層ではなく，フランスや

イギリスなどの市民社会の中で力を持ちつつあっ

た中産階級を含めた教養人たちに限定された． 
その結果『コリンヌもしくはイタリア』は 19 世

紀初頭のヨーロッパの社会事情を反映した典型的

なブルジョワ小説となったが，それは同時に単な

るブルジョワ文学ではなかった．スタールは政治

思想家として 1789 年以来のフランス革命期の 10

年間に古代人と近代人の峻別を図って独自な政治

的自由主義思想を展開した．彼女はその後『コリ

ンヌもしくはイタリア』にフェミニスト的視点を

導入することによって自身も貢献する政治的自由

主義思想に内在する近代家父長制に対して愛の成

就という視点から鋭い異議申し立てを行った．そ

れがこの小説が今日復活した理由である． 
 

５．結論 

本論文は，スタールの小説『コリーヌまたはイ

タリア』に込められた神話的要素に着目しつつそ

の現代性について考察した． 
先行研究では，ジェラールやドメニキーノの絵

画の影響下コリンヌを古代ローマのシュビラと同

一視させる傾向が強い．しかしこの解釈によって

コリンヌの美しい外見，神秘的な存在感，即興詩

の才能などについて説明することはできても，近

代市民社会において「特別な才能を持った女性は

女性として幸せな結婚ができない」というこの小

説の教訓的部分を説明することはできないことを

指摘した． 
特別な才能を持ったコリンヌの社会的立場にま

つわる内的葛藤を重視した時，コリンヌ像はスタ

ール自身がドイツ・オペラ『ラ・サール・ニンフ』

を通して知り得たドイツの民間伝承ローレライに

由来した．しかしながらスタールは民間伝承を民

間伝承として描くのではなくあくまでもオペラを

通じて知り得た近代化されたローレライ像にこだ

わった．その根拠として本論文はスタールがオペ

ラ鑑賞の後で取ったメモの一部がスタールの『ド

イツについて』における第二部第 26 章の「喜劇」

における「ラ・サール・ニンフ」に関するテキス

トの一部となったことを指摘した．そしてスター

ルがドイツ・オペラの「ラ・サール・ニンフ」像

とコリンヌがともに「与えられた
、、、、、

特別な才能と結

婚」との間に同じような内的葛藤を持つという認

識を持っていた点を何よりも重視したことを指摘

した． 
スタールのコリンヌ像はイタリアとドイツの要

素を織り交ぜて誕生した．それはイタリアを象徴

する美しい外観とあくまでも精神的自由を希求す

るドイツのロマン主義的要素を反映させた女性像

だった．しかしスタールはストーリー展開の視点

からはドイツ・オペラの『ラ・サールのニンフ』

を重視し，中世ドイツに由来する水の妖精に関す

る民間伝承を道義的教訓が込められた近代ブルジ

ョア小説へと仕立て上げるとともに，この女性の

葛藤を通じて近代市民社会に内包された家父長制

度を批判した． 
 最後に本論文の考察から小説『コリンヌ もしく

はイタリア』が世紀転換期の神話の概念に新たな

意味を付与したことが明らかになった．それは女

性キャラクターにまつわる神話的要素とは単に一

民族の精神的遺産を構成するものではなく，そこ

には近代市民社会に内包された女性の自由の否定

を糾弾する役割が込められていた，というもので

ある．スタールが小説に取り入れた「ラ・サール

のニンフ」像とはナショナルな存在ではなく，ヨ

ーロッパスケールで展開された政治的自由主義思

想に位置付けられる普遍的でリベラルな存在だっ

た．この点においてスタールは小説においても文

学者ではなくあくまでも政治マインドを優先した

女性フィロゾフとしての立場を重視した．その結

果この小説は 19 世紀初頭と今日の社会を結ぶ接

点となり，極めて近代的なインプリケーションを

持つ神話と化した． 
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本論文は 2018 年度の戦略個人研究費 No. S3023 に

よる成果である．原文の翻訳は全て著者による． 

またこの論文を書くにあたって二人の査読者およ

び一人の編集者から大変貴重な意見をいただくこ

とができ，感謝の念に堪えません．  

最後に大妻女子大学の戦略個人研究費によってイ

タリアを訪問した結果，小説『コリンヌもしくは

イタリア』についてより理解を深めることができ

た．この小説に内包されるイタリアの観光ガイド

ブック的側面について写真と文章を以下のサイト

に掲載したのでよかったらご覧ください． 
https://chinatsutakeda.com/ 
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Abstract 

I reflect upon our contemporary feminist implications of Germaine de Staël’s novel Corinne or Italy by focusing 
on its mythical characters. Previous studies have related Corinne, the novel’s female protagonist, to the classic 
figure of Sibyl in ancient Rome, an interpretation reinforced by painters such as Il Domenichino and François 
Gérard. However, even though this analysis can account for Corinne's beautiful appearance, mythical presence, 
and distinguished talent as an improvisor, I argue that it neglects one key element of the novel—that a woman of 
special talent cannot be happy in modern society because it allocates women to the strictly prescribed social roles 
of a good wife and mother.  
Staël was actually inspired to write this novel after seeing a very popular German opera entitled Saal River Nymph. 

In this paper, I will demonstrate that Corinne is actually comparable to the main character of Saal River Nymph in 
many respects. I will analyze Staël’s reflection on German comedy in On Germany, her own famous literary and 
cultural criticism of Germany. In particular, I will draw attention to the fact that Staël found that this particular 
version of Saal River Nymph was in possession of not only magics but also the superior mind while cynically 
noting that the man who left the superior Saal River Nymph and ended up with an ordinary woman without 
specific talent was inevitable, since the couple were compatible in terms of intelligence and moral superiority. 

Staël then replaced this story in a nineteenth-century bourgeois novel and denounced the patriarchal system 
inherent in modern civil society. Thus, Staël’s opinion of Saal River Nymph does not have a medieval origin but 
remains very modern. For this reason, Staël’s Corinne or Italy successfully contrasts German romanticism in an 
Italian context. In addition, Staël focuses on the female protagonist’s inner dilemma about her quest for freedom as 
an artist rather than on her outer appearance. 
Finally, this finding leads to the conclusion that, at the turn of the century, mythical characters did not exclusively 
serve the purpose of nationhood or volk. Female mythical characters such as the Saal River Nymph represented a 
universal feminist protest against a male-dominated society, as well as a male-centered parliamentary system and 
public opinion. As such, these characters serve as a bridge to our contemporary political values.  
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